
Title 日常行動のなかのスキャロップ :
観察反応を中心とした時間に基づくスケジュールの下での人間行動71例

Sub Title Scallops in everyday behavior : human observing responses under time based
situations in everyday life

Author 望月, 昭(Mochizuki, Akira)
藤田, 勉(Fujita, Tsutomu)
佐藤, 方哉(Sato, Masaya)

Publisher 慶應義塾大学大学院社会学研究科
Publication year 1982

Jtitle 慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要 : 社会学心理学教育学 (Studies in sociology,
psychology and education). No.22 (1982. ) ,p.77- 86 

JaLC DOI
Abstract
Notes 研究ノート
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069

57X-00000022-0077

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


日常行動のなかのスキャロップ

ー観察反応を中心とした時間に基づくスケジュールの下での人間行動71Ｆll-

ScallopsinEverydayBehavior

-ＨｕｍａｎObservingResponsesunderTimeBasedSituationsinEverydayLife-
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Thescalloppatternsappearedmoreｆｒｅｑｕｅｎｔｌｙｉｎｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｓｏｆｅｘａminationandclass

thanin0`waitingsituations''１ｅ､9.waitingforpublicvehiclesatstatｉｏｎｏｒｗａｉｔｉｎｇｌｏｒｓｏｍｅｏｎｅ･

Ｃｏｍｐａｒｉｎｇｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅｓｅｅｖｅｒydaysituationswiththoseofrelatedlaboratoryex‐

ｐｅｒｉｍｅｎｔｓｉｎａｎｉｍａｌｓａｎｄｈｕｍａｎｓｖwesuggestedwhatkindsofindependentvariablesshould

beanalysedinfurtherexperiments．

活の中での行動について行動分析的に検討していくもの

(Baldwin＆Baldwin，1981；Miller，1980）である。

この第三にあげた日常行動分析には，実験的行励分析

で得られた知見を，日常生活に拡張し，確認するという

意味と，それとは逆に，実験室内ではい思いつきにくい″

変数の同定の手掛りを見出していくという意味が考えら

れる。

ヒト以外の動物を被験体として，実験的行動分析によ

って多くの蓄積を得，最近，ヒトの行動にも，その検討

がすすめられているものに強化スケジュールがあげられ

る。特に，Ｆ１(固定時隔）スケジュールに関しては，多

くの動物とほぼ同様の実験的検討(Davey,1981；Ｌｏｗｅ，

1979；望月ら，1980）と，いくつかの日常生活の中での

検討（Dickerson，1979；Mawhinneye/､αＪ,1971）が

行なわれている。

従来までの人間によるＦ１スケジュール下の反応パタ

ーンは，様々なものが報告されているが，動物で典型的

にみられるスキャロップ(強化間での反応率の正の加速）

はヴィジラソスiiIM題，あるいは強化可能時の観察反応と

いった状況ではふられるが，一般的には出現しにくく，

ＢＦ・Skinnerを祖とする実験的行動分析（ＴｈｅＥｘ‐

perimentalAnalysisofBehavior）を日常場面に，発

展させたものに，応用行動分析（AppliedBehavior

Analysis）がある。実験的行動分析は，主に動物を被験

体として少数被験体法（small-Ndesign）による要因統

制のきわめて厳格な実験室実験がその研究方法の中心で

あり，行動に関する因果関係を明らかにすることが，そ

の目的とされている（RobinsonandFoster，1979；

Sidman，1960)。これに対し応用行動分析は，三項強化

随伴性といった概念的枠組や，基本的な方法論は実験的

行動分析と共通しているが，その対象や社会的意味を含

めた目的を考えた場合，独自の性格をもち，それは，さ

らに，３つの分野に分けることができよう。

その第一は障害児の行動トレーニングなどに代表され

るような，治療場面における行動修正をＨ的とするも

の(e､9.Kalish，1981)，第二は第一のものと重複する点

もあるが，授業制御計画(classroomdesign）といった，

より一般的な教育，あるいはさらにある地域，共同体全

体の１１１]題への適用といったものに，’三|的をおく１ｌｂの(‘召．

Krasner，1980)，そして，第３に我々の一般的な日常生
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これを生ふ出す要因に関して，いまだ結論は出ていな

い。

当報告は「l］常生活の中でⅢ時間〃に関連した状況の

下で，ヒトはいかなる行動パターンを示すか，特に，ス

キャロップの出る状況はどんなところにあるか？」とい

う夏休歌の課題に対して提出された学生のレポートの内

容をまとめたもので，その中から，いままで実験室から

提出された，いくつかの反応パターンの独立変数を日常

行動において確認し，同時に，実験室内では同定されな

かった決定因の有無について検討を加えることを目的と

している。

データ収集の方法

当報告で示されるデータの収集者は，人間科学専攻及

び心理学専攻２年生を主体とする，慶應義塾大学文学部

専門課目「実験的行動分析」（担当：佐藤方哉・望月昭）

の受講者である。この収集者達にはそれまでに行動分析

に関して，１年生での一般教育科l｣の「心理学」におい

て，オペラソト条件づけ等の基礎概念が，その後，２年

生になっての４月～７月までの当該「実験的行動分析」

においてはⅢ行動分析″の基礎知識(三項強化随伴性の概

念,強化のスケジュール，刺激性制御等)が解説されてい

る。特に，強化スケジュールに関しては，基本スケジュ

ール(FR,ＦＬＶＲ,ＶＬＤＲＬ,DRO）の構成，各スケジュ

ール下の動物の反応パターン，くびき式統制法（Yoked

control)，ヒトを被験体とした場合の実験室内及び日常

生活の中での，従来の雛者ら（望月ら，1980）のものを

含めた内外の実験例等が紹介され，また，デソショパト

第２２号１９８２

のキーつつき（Key-peck)，ペダルふみ（treadle-press）

のシェイピソグ，ＦＴスケジュール下の⑪迷信〃行動

（"Superstitious''Behavior）をＶＴＲにより観察させ

ている。また５月には，「教師の授業中の視線方向を，

うなずきによって条件づける」という実験を課題として

行い，またレポートはかなり詳細に添削されており，そ

の際には個体内コントロール，データの信頼腱等の解説

を事前に受けている。

今回の課題については夏休柔直前の，前記「実験的行

動分析」の授業中に指示されたもので，細い方法等につ

いては特に指示せず，Ｍ日常生活の中でスキャロップが

出ると思われるような行動を観察し，その記録を実験レ

ポートの体裁で提出するように″というものである。こ

の際に，駅のホームで電車を待つ時に時計を見る観察反

応等は，その可能性が高いというヒントが授業担当者に

よって，与えられている。

結果

レポートの大部分は９月下旬の「実験的行動分析」後

期最初の授業に提出された。観察記録はほとんど夏休み

中に採られている。総数は77件で，そのうち，課題に対

して誤解しているものと共同製作による重複を除外し，

１つのレポート内に異なる状況で記録したものを別件と

し，７１件の報告となった。表１，２に，各レポートの報告

内容の諸変数と，その結果の要約を全て列挙した。

報告の､$状況〃によるうちわけ表1,2からわかるよ

うに，７１例のうち63111は，何らかの状況で時計を見る観

察反応に対する報告で，全報告の大部分を占め，そのう

Tableｌ報告内容の諸変数とその結果の要約［時計見反応］

Ⅱ守討刈忌Ⅸ

騒騒

￣Ⅱ~Iロヱ＃Ｚゴー●圧二Ｊ￣'Ｚ」

(1)家庭教師（テスト）中もしくは個人テストにおける時計見反応

被験者 状況
時隔
(分

頂
時隔数

弓の
>C､歪［
結果

中２女子１名

中２男子１名

中ｌリ｣子･中２女子各１名

中１男子･中２女子:升1名

男子１名

14歳女子

小５男子１名女子３名

中３女子１猪

家族１名

家庭教師時間中(英･数）（Ｗ）

〃 （数）（Ｃ）
ノノ （漢字）（Ｃ）

〃 （漢字）（Ｃ）

ノノ （Ｃ）

ノノ （Ｃ）

ノノ （ｃ）

模試（５科１１）(Ｃ）

漢字の書き取り（Ｃ）

０００００５００５６２２２２６３
３

２２５５１２１５
０１

５

１４～１５

１６～1８

２～’１

９

１４～1８

4～９

２～６

６～１１

スキャロップ(数）［Fig.１
参照]ややスキャロップ(英）

スキヤロップ[Fig.2参照］

スキャロヅプ（女子）

ややスキャロップ

一定反応率

〃

一定反応率又はスキャロ
ヅプ

スキャロップ（国･理･英）
一定反応率（社）

ややスキャロヅフ
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(2)集団テスト中における時計見反応

被験者 状況
時隔値
(分）

時隔数
埒隔
総反

大Ｉの
愈数
結果

小６女子４名

中１男子・女子各２名

中２男子・女子各２名

中１（性別不詳）３名

塾での講義中（Ｃ）

塾での講義とテスト（Ｃ）

ノノ （Ｃ）

塾でのテスト（英語）（Ｃ） ０００５６９９１ １１１１
3～６

7～12

7～l(）

０～５

一貫性なし（識義）
.ややスキャロップ（テス

ﾄ）

一定反応率

(3)家庭教師（i識義）中の時計見反応

被験者 状況
時隔値
(分）

時隔数
時隔内の
総反応数
結果

中２女子１名

高３女子１名

子供（年令性別不詳）1名

14歳女子１名

高３男子１名

中２女子１名

小５女子１名

中１女子１名

小５女子１名

家庭教師時間中（Ｃ）
〃 （Ｗ）

〃 （Ｃ）

〃 （英語）（Ｃ）
〃 （Ｃ）

/／ （数学）（Ｗ）

,リ （Ｃ）

〃 （ｃ）

（科'三Ｉ別）（Ｃ）

５０５０５７２４２３１１
５

０００６９３ １１１１１１３１３
４

５

12

11

26

/１

3～６

1２

3～６

スキャロヅプ
､ﾘ

ｲﾘ

〃

〃

ややスキャ再ヅプ

ﾉﾉ

一定反応率.Ｂ＆Ｒ

一定反応率

斜Ｓ（国語問題集）
斜Ｓ（学校の宿題）
スキャロヅプ（算数）

(4)授業中の時計見反応

被験者 状況
時隔値
(分）

時隔数
時隔内の
総反応数
結果

大学生男子１名

〃〃/／

大学生女子１名

17歳男子１名

講義中（宗教学）（Ｗ）

'’（文化人頬学）（Ｗ）

水泳の講習会（Ｃ）

英会話授業中（Ｃ）

００９９

０’０一○２１１ １１１５
９

８

2`１

4～６

スキャロヅブ

/／

ややスキャロヅプ

－１'1性なし

(5)電Ifl〔待ちもしくは乗物待ち中の時計見反応

被験者 状況
時隔
(分）

時隔数
時隔内の
微反応数
結果

20代男子１名

30～60代男子４名

女子１名

男子３名女子１名

30～60代男子４名

女子１名

女子1名

女子３名

男子３名

男子５名女子５名

(性別不詳）２名

男子５名女子１名

男子４名女子１名

ホームでの電車待ち（Ｃ）

〃 （Ｃ）

飛行機の搭乗待ち

ホームでの電車待ち

〃

fF
PP

〃

停留所でのパス待ち（Ｗ）

ホームでの地車待ち

,pノ

ノノ

ノノ

ノノ

５

０

２９

８５７９２１
９７８－へ田週一一
一一一一

〈Ｕ旬ｊ

川（ｎＪ２（ひ１０】

ワ』

１１１１１１１１１１１１１
６

4～７

６

4～８

４～７

７

６

7～８

３～７

l～４

１１～1５

1～５

５～８

Ｂ＆Ｒ

一定反応率（２名）
スキャロップ（２名）

スキャロップ

ﾉノ

スキャロップ（１名）
一定反応率（２名）

ややスキャロヅプ

逆斜Ｓ

逆斜Ｓ又は斜Ｓ

逆スキャロップ（２名）
一定反応率（１名）

一定反応率

一定反応率

－１T性なし

一定反応率又はスキャロ
ヅフ
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胃.４参鵬

男子３毛

,】ＩＩｐＤ 冠Ⅸ

暁醸

0代女性1毛

男=Ｆ１系

)～40蔵女性３名

男子・友子各１毛

〔註〕（Ｃ）；置き時計，柱時計を見る。（Ｗ)；腕時計を見る。

Ｂ＆Ｒ１プレイク．アンド・ランパターン。斜Ｓ；ｓ字がななめになったパターン。

ち，２６例が授業，塾，家庭教師中における授業もしく

は，テストを受けている人間の時計見行動，ほぼ同数の

22例が，電車など，乗物を待つ際の，もしくは広場など

で人を待つ場面での時計見，残り15例が仕事中，劇場の

開演前，雨やどり中のものなど，前２例と異なる様々な

状況のものである．

時計見反応以外の例では全８例中ホームで電車の来る

方向を見る，信号を見る，あるい}よい陽が沸いたかどう

かを確認する〃といった，やはり観察反応を内容にもつ

６のが４例ふられる。

おおまかな状況別時計見反応のパターン塾，試験，

家庭教師の授業のような，比較的制限時間がはっきり設

定され，その間の特定反応（Ａ待つ〃という以外の）が

指定されている場合の26例と，「電車待ち｣，もしくは，

「人待ち」といった,ﾊ待つ〃という以外に特に行励の指

定されない22例の，各々の時計見反応の時間MMI上の累積

１１１１線のべターンを比較すると，前者では38％（26例中１０

例)，後者では18％(22例中４例）と，前者で多くスキャ

(6)人待ち中の時計見反応

被験者 状況
時隔値
(分）

時隔数
時隔
総反

村の
右数 結果

男子４名女子３名

男子１名

男子４名女子３名

(性別不詳）７名

男子３名女子３名

男子４名女子１名

男子1名女子1名

男子４名女子１名

男子５名女子５名

ハチ公前での人待ち

駅構内での人待ち
(被験者が２人を待つ）

'､チ公前での人待ち

新宿での人待ち（Ｗ）

ハチ公前での人待ち

都内各所での人待ち

駅の改札'二Iでの人待ち

都内各所での人待ち

〃

３

７

９。

？。？。

？凪へ、｛１

２

１

２１１１１１１１
3～1０

５

3～６

0～６

２～６

7～3７

４

29～3９

1～５

一定反応率（３名）
ややスキャロップ（２名）
斜Ｓ（１名)，逆スキャロ
ヅプ（１名）［Fig.４参照］

スキャロッブ(２人を待つ
時）

一定反応率（３名）
ややスキャロッ

逆スキャロヅプ

一貫性なし

逆スキャロヅプ

スキャロヅプ

スキャロップ

プ（３名）
(１名）

スキャロップ又は－定反
応率

一定反応率

(7)その他の状況での時計見反応

被験者 状況
時隔値
(分）

時隔数
時隔内の
総反応数
結果

女子（店員）１名

女子１名

女子１名

学生男子・女子各２名

学生男子２名女子１名

子供（性別不詳）１名

59歳女性１名

30歳男性１名

20代女性１名

男子１名女子１名

男子４名

男子６名

30～40歳女性３名

男子・女子各１名

男子１名

仕事中

ユデ玉子ができるまで

カヅプラーメンができるまで

開演前

検定試験発表前

電話待ち

ＴＶの前での作業

人物クロヅキー

雨やどり中

朝出勤前

カヅプラーメンができるまで

アルバイト作業

開演前

台風で遅れた車内

レポート作成

ＯＰＤ６１
５

訓燗？別
５

００６２

３０８１

㈹？卯 １１１１１１１０１１２１１１１１

６

６

７

2～４

7～1６

1１

５

l～５

1９

7～11

1～３

3～l(）

2～５

6～1５

８

ややスキャロヅプ

スキャロヅプ

ﾉﾉ

一定反応率

スキャロッブ[Fig.３参照］
'P
PF

ﾉﾉ

Ｂ＆Ｒ又はスキャロヅプ

逆スキャロヅプ

Ｂ＆Ｒ

Ｂ＆Ｒ

Ｂ＆Ｒ又はスキャロヅフ

一貫性なし

斜Ｓ

〃



８１日附行動のなかのスキャロッブ

Table2報告内容の諸変数とその結果の要約［時計見以外の反応］

皮１１Ｉ

３j詞Z）1名

Ｚ~＝ｒ、子

なま主実験が行われているというのが実情である。

従って，当報告でも，従来の実験的行動分析の方法に

よって得られた事実を補強するHiiの例と，今回の報告

から見出された，従来実験室では，扱われることの少な

かった諸変数について触れるのみとせざるを得ない。

まず，従来の実験的事実を補強するものとして，ほと

んどのレポートを占める時計見反応の報告の中で，多少

の観察記録者のバイアスを考慮した上でも，非常に多く

のスキャロップが示されている点があげられ，このこと

は，ヴィジランス課題および観察反応を用いた実験室内

での事実（Azrinl958；ＬｏｗｅｃｔａＪ.，1979）を日常行動

の中でＭｌｉｉ調したといって良いだろう。

さらに，Fig.５の，「湯沸かし」中の観察反応の例で

は，温度計を入れた場合とない場合では前者で，スキャ

ロップが見られている。ほぼリニアに変化する温度計を

（レポート内に柵度変化も記載されている）一種のアナ

ログ時計とみなすならば，ヒトの実験室内実験の１つで

あるＬｏｗｅら（ＬｏｗｅｃｔａＬ，1978）の実験の結果と合

致する。Ｌｏｗｅらは，ＬＨ（LimitedHold）つきのＤＲＬ

スケジュール下で，被強化可能時か，そうでないかを知

らせる２種の､八時計'を見る観察反応を検討し，被強化

可能時か否かを二件法的に時間的に提示するバイナリ

ー，クロック（BC）でよりも，ディジタル・クロック

(DC）を観察する反応，すなわち，先の温度計つきの観

察反応に，より近い条件で，スキャロヅプを見出してい

る。さらに動物（デンショパト）実験の例でいえば，

Segal（1962）によるＦ１中４分割された時間を，それぞ

れキーつつきによって生ずる異なる色刺激によって観察

できる反応は,分割のない刺激しか生じない場合に,コン

ロップパターソが見られた。

いくつかの状況下での累積記録Fig.１～４に時計兇

反応のうち，いくつかの条件差を持つものについて，そ

の時間軸上の累積記録を示した。やや詳しい状況説明な

どについてレポートより要約して以下，図の横に記し

た。

Fig.5～６には，時計見以外の行動の例をあげた。尚，

図中のカッコ内は報告者の氏名である。

考察

今回台レポートで報告された事態は，その対象と，観

察の性質上，多くは操り返しのない場liiでの不特定の対

象に関する記録であり，何が強化となっているか，ある

いは「人待ち」場面では約束時間は何時かなど，いくつ

かの基本的な独立変数が，あいまいなままである。

共通していることは，ごく一部の例外を除いて，当核

の行動が時間と関連しているであろうということだけで

あり，レポート中にも，こうした問題に関する疑問が多

く，報告者は非常に苦労しているようである。そもそも

ｗ時計を見る〃という観察反応が，様々なスケジュール

下におかれた反応に対し，どのような機能的意味をもっ

ているのかという，肝心な問題に関しても，実は授業担

当者も充分な分析のないまま，学生には課題説Ⅲ】を行っ

たのである。

ヒトの強化スケジュールに対する従来の実験的研究の

中でも，スキャロップの出やすいヴィジランス課題など

の観察反応に似た場面状況は見出されているが，その事

実と動物ではほとんど例外なくスキャロップを生象出す

スケジュールとの関係は，これまで論理的分析が不充分

被験者 状況
時隔値
(分）

時隔数
時隔内の
総反応数
結果

女子１名

(性別不詳）６名

男子１３名

男子（８歳）１名

男子１名

(性別不詳）２５名

男子５名女子５名

男子１名

やかんの湯の沸きかげんを見
に行く

ホームで電車のくる方向を見
る

相撲力士の試合前の動き

ひらがなの練習（字数）

タイムキーパーの時間を知ら
せる回数

ホームで電車のくる方向を見
る

信号待ち中，青になるまでに
信号を見る

テスト前10日間の勉強時間

？皿？釦訓
３

？。

００４●４１ １１１１５１１１
3～５

7～10

１～2９

２，４１２

5～８

Ｏ～1５

３～１１

225(分）

一定反応率，ややスキャ
ロップ［Fig.５参照］

ややスキャロヅプ

スキャロップ（６名）
ややスキャロップ（３名）

逆斜Ｓ

スキャロヅプ[Fig.６参照］

一貫性なし

一貫性なし

スキャロヅプ
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Fig.１テスト中（家庭教師）の時計見

〔被験者〕中２女子。〔状況〕家庭教師中のテスト。英語，数

学の順に，２０分の休憩をはさんで50分ずつ。英語の際に終了２０

分前と10分前に実験者による時間の､､コール〃あり（図中矢印)。

〔結果のコメント〕英語・数学ともにスキャロヅプを示してい

るが，１１ｎｌｌｚｌ（英語）ではコール直後に時計を承ており，２回

’二'（数学)では終了20分前からは，ひんぱんに時計を承ている。

２つの反応パターンの違いは，コールのあるなしによるもの

か，いやさしい科目'（英語）と、《本人の苦手でかつむずかしい

科目〃（数学）の差であるかは，不明。

５

累
拙
反

雌

数２

4０

耀過lM1lH(分）

【￣

夕

'

1４

Fig.２テスト中（家庭教師）の時計見

〔被験者〕中２男子。〔状況〕家庭教師中の数学のテスト。２

日にわけて２回のテストを行い，各々の制限時間は60分。テス

ト１回目は，やさしいものとし，そのかわり問題数が多い。２

回目はⅦ被験者の実力では手のつけられないぐらいむずかしい

もの''である。被験者の様子は，１回目では４０分～60分の間

に，やり残した問題を解いたり，検算をしている。２回目では

最初から肌あまりの問題のむずかしさに樗然として'手がつか

ない状態で，Ⅶもう半泣き"，､､ただ頭をひねるだけ"。〔結果の

コメント〕１回目，２回目ともにスキャロップを示している

が，２回目の難しい問題の方がスムースである。尚得点は１

回目が70点，２１亘|目は０点である。

1２

1０

８
６

４
２

累
積
反
応
数

'

3０４０５０６００ 10 2０

蛙過時間(分）

1６

Ｖ鑿
Fig.３自動車検定試験合格発表前の時計見

〔被験者〕Ａ，Ｂ：男子大学生。Ｃ；主婦。〔状況〕自動車教
習所において，卒業検定(実技)の合格発表前45分間の時計見。

被験者Ａは検定中２回の大きなミスを犯しており，検定員によ

ってい今日はダメだ〃と言われている。､Ａしかし落ちても発表

後に解説があるので残らなくてはならないγとのこと。Ｂ，Ｃ

については，細いミスがあったが致命的なものではなかった。

時計見は，Ａ，Ｃは自分の腕時計，Ｂは控室の時計（但し，う

ち２回は横にいた友人の腕時計）を見ている。〔結果のコメン

ト〕３者ともだいたいスキャロヅプを示しているが､八見込みの

ない'′Ａでは反応数が低くペターソもあまりきれいではない。

尚，検定結果はＡは不合格，Ｂ，Ｃは合格であった。

1４

1２

.とiii
累１０
楡
反
応

数８

６

４

`二三：ブ (掘部耕之）２
'

'

=■△「

2０３０４０４５

経過時間(分）

0１０
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lＵ

Fig.４「人待ち」中にお|ナる時計見

〔被験者〕Ａ，Ｄ；ＯＬ風女性，Ｂ，Ｅ，Ｇ；男子学生風，Ｃ；

男子高校生風，Ｆ；女子学生風。〔状況〕渋谷ハチ公前広場で

待ち合わせをしていると思われる。〔結果のコメント〕観察者

によって被験者が第一回目に時計見をした時点を原点において

いる。待ち合わせ時間がはっきりとしないし，スキャロップパ

ターンとも言いきれぬが，待ち人が来た場合（Ａ，Ｂ，Ｄ）と，

来たい場合（Ｃ，Ｅ，Ｆ，Ｇ）で，パターンが異なるので，参考

のため記載した。両者を比較すると，待ち人の来ない場合の，

約束時間がおぼろげながら推測できるのではないだろうか。何

時に待ち合わせたか質問して象たい゜

８

６
４

Ｍ．パー川殆０リヘい【．］幻ヤヘ
↓
１
１
－
．
１
，

陵２

2０１０２０３０４０

０紅julL}'１}Ⅲ)）
Ｕ１０

６

Fig.５場がわくまでの「やかん」見

〔被験者〕女子大学生（報告者本人)。観察者は母親。〔状況〕

2,40ＯＣＣの水を入れたやかんをガスコソロで加熱。別の部屋

に待機して，湯が沸くまで湯の沸き加減を見に行く。点火した

時点を０秒とする。実験ｌは普通に湯を沸かす状況で，実験２

ば，温度計で，温度を見ている。各々２回ずつ行っており，図

中のものは，各実験の２回目のものである。〔結果のコメント〕

温度計つきのもので，よりきれいなスキャロヅプを示してい

る。このことは，各実験の１回目でも同様である（特に温度計

つきてば，２回目より明瞭である)。被験者が，本人であると

ころに少し問題がある。

５

４

1Il

lf3
心
及

２

遡皮ｉｌｌ・

なしノ

iHll蝿↑あり

(渡辺彰子）

０５１０１５２０２５３０

趣過lllflM1(分）

９

Fig.６，A1Ujそう〃作業中タイムキーパーによるコール

（数字はセッションをあらわす）

〔被験者〕應応義塾大学馬術部曲。〔状況〕八馬そう〃（練習前

３０分以内にしなければならない，鞍のせ，馬体の手入れ，くつ

わをかける，検liil等の作業の名）作業中のタイムキーパーのコ

ールを反応としている。５，６人で上記作業を行うが，うち１名

がタイムキーパーとして作業を行いながら，「あと何分」とい

う言い方で時間を知らせる。〔結果のコメント〕記録は５回に

わたってとられており，いずれも，スキャロヅプを示している

といって良いだろう。自分を含め「時間を知らせる」という反

応は，他の観察反応とは異なる意味があり，これがスキャロッ

プをとっているという点は興味深い。

８

７

６ こ】Ｌ

５
４

累
俄
に
応
数

E丁Ｌ

。

２

１

0５ 1０１５２０２５３０

経過Illflli岬)）

111号fJ人くる
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Table3主要な４状況と推測される諸変数

8４

電車待ち｜人待ちテスト場面｜授業場面

受講行動(聞く，ノ
ートをとる等）

解答行動 待ち行動 待ち行動主オペラソト

主オペラントと
時計見反応の両
立性

五U寺H剖百

時計見反応のも
たらす主オペラ
ントヘの制御

頂時間後１１
岸ilFh坐”￣王

オペラソ

ト

強
化
随
伴
性

強化

スケジュ

ール

Table４本報告に関連したスケジュールにおいて外部クロックを導入した実験一覧

ト

ス
ケ
ジ
ュ

上

反応依存外部クロ
ック

反応依存外音

反応非依存外部クロック。ｍ非佃E存外fIKク１コ
観察反応
依存

主オペラ
ント依存

ﾉレ

Segal

（1962)，
Kendall

（1972） 鶏｢…
FersterandSkinner(1957)，

Sega］（1962)，Fersterand

Zimmerman(1963),Farmer
andSchoenfeld（1966)，Ｃａ‐
plan〃α/、（1973）Augｅ

(1977）

Ｆ１

DRHlReynoldsandLimpo(1968） Ｌｏｗｅｅｔ

ａＬ(1978）

ＤＲＨ

ＦＴ

一ル(強化随伴性の欄)についてＴａｂｌｅ３に記した。こ

の表からも，それぞれの状況について特徴を抽出するこ

とができるが，表中にないものとして第一は電車待ち

と，人待ちの差として，前者では多くの場合，１電車を

のがしても，次の電車を待つことができるという反復性

がある点，また，テスト場面，授業場面と電車待ち，人

待ち場而では，後者では，スケジュールを，反応者自身

がスタートさせているなどをあげることができる。先に

結果の項で述べた，テスト・授業場面と，「待ち」場面

スタソトに近いスキャロヅプパターンしか承られないの

に対し，明白なスキャロヅプパターンが承られるという

例をあげることもできる。なおHendryandDillow

(1966)は，同じくデンショパトにおいて，観察反応と被

強化反応を分離した２キー場面でも類似の結果を報告し

ている。

さらに，今回の報告例の４つの代表的状況について，

観察（時計見）反応と，併行するオペラント行動（主オ

ペラソト）との関連，ならびに推測される強化スケジュ
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でのスキャロップの現出率の差は．こうした事情から出

ているのかも知れない。

ここで再び，実験室で行われてきた時間関連スケジュ

ールで外部クロック付きの実験をＴａｂｌｅ３で推測され

るスケジュールを意識しつつまとめてみる（Table４)。

表からわかるように，我々の調べた限りでは，従来の

研究は主オペラソトのスケジュールがＦ１，反応非依存

外部クロック型（クロックが外部に常に存在し，主オペ

ラント反応中に観察できる）で，しかも，動物を被験体

としたものに集中しており，当報告から推測される日常

場面で一般的と考えられる，反応依存型（何らかのオベ

ラソト反応によって時計を観察することができる）で主

オペラソト反応が，DRII，ＦＬＦＴなどのスケジュール

下にあるものについての検討は見当らない。

結び

日'iir行動と，これまでの実験的行動分析における知見

を結びつけようとする試みの必要性は，我々がこの数年

来主張しているところである（樋l］ら，1979)。しかし，

実験的行動分析の枠組をもって日常を観察し，分析（必

ずしも実験的でなくといするという，本来，実験室で

の検討の前に行われるべき地道な作業は，恋外なほど少

ないといえる。実験室と日常とのⅦ健康な''往復運動な

しには，実験的な研究の将来も憂るべきものがあると言

わざるを得ない。今後の検討が待たれる。

尚，この報告の概要を筆者の一人である佐藤が，通偏

教育部夜間スクーリングのある時間の初めに,話した時，

実証精神に富む一女子学生が，早速その授業中の佐藤の

時計見反応（懐中時計）を記録した。これをFig.７に

示そう。ここにもスキャロヅプがある。
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